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1 研究背景

情報化社会の発展により，情報端末からインターネッ

トを利用することで，容易に情報を得ることができるよ

うになった．特に近年では，スマートフォンの普及が急

速に進み，多くの人がインターネットを利用する際の情

報通信端末としてスマートフォンを使っている．

スマートフォン向けサービスの利用率の上位にニュー

ス情報の取得が挙がっている．しかし，多くのニュース

アプリは，配信されてきたニュースの全てをそのまま表

示するだけである．そのため，ユーザは多くのニュース

の中から興味のあるものを選別しなければならない．し

かし，膨大な情報の中からの選別は，非常な時間と労力

を要し，ユーザにとって大きな負担となる．このように，

情報の量が膨大であるために，ユーザが有用な情報を選

別することが困難になることを情報過多という．

本研究では，スマートフォンのニュースアプリにおけ

る情報過多の問題を解決することを目的とし，個人向け

にニュースを自動で選択し表示するニュースアプリ「ス

マートフォン版 PINOT」の開発を行う．

図 1: スマートフォン版 PINOTのシステム概要図
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2 スマートフォン版PINOT

スマートフォン版 PINOTとは，個人向け情報配信シス

テム「PINOT」[1]の機能をスマートフォンでも利用出来

るようにしたシステムである．スマートフォン版 PINOT

システムは，スマートフォン上のアプリで構成される．ス

マートフォン上のアプリに対するユーザの操作から，ユー

ザがどのようなニュースに興味があるかを類推し，情報

配信サーバから配信されたニュースを，ユーザの興味を

考慮し表示する．また，情報配信サーバは，ニュースの

記事情報をスマートフォンに配信する．

2.1 記事情報配信から表示までの処理

Step1 配信サーバがニュースの記事情報を配信．

Step2 アプリにおいて，記事見出し文を分割し，見出し

の内容を特徴付ける名詞と動詞のみを抽出する．

Step3 過去の履歴に基づき，ユーザの興味に関する情報

を記録したユーザプロファイルに基づき，抽出した

各単語の興味の度合いを求め，その平均を記事見出

し文の興味の度合いとする．

Step4 算出した興味の度合いが閾値以上の記事見出し文

を表示．

Step5 ユーザの操作を受け付ける．

Step6 ユーザの操作履歴から，表示された記事見出し文

に対する興味の類推を行う．

Step7 類推結果を基に，ユーザプロファイルを更新．
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図 2: スマートフォンの表示画面

2.2 記事情報の表示形式

記事情報の表示形式は，多くのニュースアプリと同じく，

記事見出し文から記事詳細文を表示する形式を用いる．

• 記事見出し文一覧画面

アプリケーション起動時の画面．記事見出し文の一

覧を表示する．記事見出し文をタッチすると記事詳

細画面に遷移する．また，戻るボタンを押すとアプ

リケーションが終了する．

• 記事詳細画面

記事見出し文をタッチしたときに表示される画面．記

事見出し文に対応する記事の詳細を表示する．戻る

ボタンを押すと記事見出し文一覧画面に遷移する．

2.3 記事見出し文に対する興味の類推

各記事に対して，その記事の詳細を見るためにタッチ

したかどうか，また，見出しに目を通した回数（以下「視

認回数」という）は何回であるかという 2点に基づいて，

表 1に示す推定ルールに基づき，興味を類推する．

ユーザが目を通したか否かは，アプリを起動してから

終了するまでの間に，記事見出し文一覧画面が表示され

ていた時間から判定する．記事見出し文一覧の表示時間

を X，各記事を読むのに必要な時間を Yとすると，表示

表 1: 記事見出し文に対する興味の類推

興味の類推 対象とする記事見出し文

興味あり タッチされた見出し文

興味なし 視認回数が 2回かつタッチされな

かった記事見出し文

不明 視認回数が 0 回または 1 回かつ

タッチされなかった記事見出し文

図 3: 記事見出し文に目を通したか否かの判定

中に目を通すことができた記事の数 Zは，Z = ⌊X/Y ⌋と
なる．また，ユーザは記事見出し文一覧画面において，上

に表示されている記事見出し文から順に読んでいく可能

性が高いと考えられる．そのため，記事見出し文一覧画

面の一番上に表示されている記事見出し文から，Z番目

の記事見出し文までを目を通した見出し文と判定し，そ

れらの記事見出し文のそれぞれに対して，視認回数を１

回増やす．なお，１件の記事見出し文に目を通す平均時

間は，後述の通り実験的に定めた．

1件の記事見出し文にユーザが目を通す時間の計測

記事見出し文一覧画面における，1件の記事見出し文に

ユーザが目を通す平均時間を調べるために，１人のユー

ザが記事見出し文に目を通す時間を計測する実験を行っ

た．以下に実験の条件を示す．

• １回の計測に用いる記事見出し文は 50件とし，異な

る 50件の記事見出しを対象に 3回の評価を行う．

• 50 件の記事に対して，速読を意識して見た場合と，

熟読を意識した場合の時間を計測する．

• 記事見出し文は Yahoo!ニュース [2]で配信されてい

るニュースの見出し文を用いる

記事見出し文 50 件に目を通す平均時間は 78.5 秒であっ

た．ゆえに，１つの記事見出し文に目を通す時間を 1.57

秒とする．

表 2: 記事見出し文 50件に目を通す実験の計測結果

PPPPPPPPP読む速さ

回
1回目 2回目 3回目 平均

速読 55.6s 50.9s 57.4s 54.6s

熟読 104.8s 96.7s 105.6s 102.4s

平均 80.2s 73.8s 81.5s 78.5s
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2.4 ユーザプロファイルの更新

記事見出し文Wに対する興味の類推結果を基に，記事

見出し文Wから抽出した各単語wnの新たな興味の度合い

i(wn)をそれぞれ計算し，ユーザプロファイルに登録され

ている各単語wnの興味の度合い i(wn)をそれぞれ書き換

える．興味の度合いの計算は，各単語wn(n = 1, 2, ..., N)

に対して，式 (1)を適用して行う．

i(wn)：=α× i(wn) + (1−α)× J (1)

Jは見出し文に対する興味の類推において，「興味有り」

と判定されたなら 1，「興味無し」と判定されたなら 0とす

る．単語の興味の度合いをどの程度変化させるかは，α

によって調節する．αが小さければ，新しい興味の度合

いの割合が大きくなり，逆にαが大きければ，古い興味

の度合いの割合が大きくなる．

3 評価実験

興味の類推の精度を調べるため，記事見出し文に対す

る類推した興味とユーザの興味を取得する実験を行う．次

に，興味の類推が情報フィルタリングにどのような影響を

与えるか検証するため，興味の類推を行い作成したユー

ザプロファイルと興味の有無をユーザに直接問いかけて

取得し作成した理想的なユーザプロファイルを用いて，情

報フィルタリングを行った結果の比較を行う．

3.1 興味の類推の精度

興味の類推の精度を調べるために，3人のユーザにス

マートフォン版 PINOTを使用してもらう実証実験を行っ

た．以下に実験の条件を示す．

• 配信するニュースは Yahoo!ニュース [2]で配信され

ているニュースを用いる

• 各ユーザのスマートフォンに配信された記事数が1000

件になるまで使用してもらう

• 使用してもらった後，各ユーザに，配信された 1000

件の見出し文に対して興味の有無を入力してもらう

興味の類推の精度をまとめた表 3から，興味ありと類

推した見出し文のうち平均で約 7割，興味なしと類推し

た見出し文のうち 9割以上が正しく類推できていること

がわかった．このことから，興味の類推は概ね正しく行

えているといえる．

表 3: 興味の類推の精度

ユーザ A ユーザ B ユーザ C

興味ありと類推した見出

し文のうちユーザの興味

ありの見出し文の割合

68.63% 53.92% 88.37%

興味なしと類推した見出

し文のうちユーザの興味

なしの見出し文の割合

94.06% 90.37% 96.31%

3.2 興味の類推と情報フィルタリングの関係

興味の類推と情報フィルタリングの関係を調べるため，

3 名のユーザを対象に，Yahoo!ニュース [2] で配信され

ている記事情報を用いて実験を行った．本実験において，

ユーザプロファイルを更新する際のαは 0.5，記事見出し

文を表示する際の閾値は 0.75とする．

1. ユーザプロファイルの作成

ユーザに，配信された記事数が 1000件になるまで利

用してもらい，アプリで興味の類推を行い，ユーザ

プロファイルを作成する．作成されたユーザプロファ

イルを「類推ユーザプロファイル」と呼ぶ．また，興

味の類推が 100％正確な場合と比較するため，類推

ユーザプロファイルの作成に使用した記事見出し文

の興味をユーザに直接問いかけて取得し，その興味

を反映したユーザプロファイルを作成する．直接取

得した興味で作成したユーザプロファイルを「直接

取得ユーザプロファイル」と呼ぶ．

2. 記事見出し文に対するユーザの興味の有無を直接取得

情報フィルタリングに使用する 640件の記事見出し

文に対する興味をユーザに直接問いかけて，興味の

有無の判断をしてもらう．

3. 記事見出し文に対する情報フィルタリングの実施

1で作成したそれぞれのユーザプロファイルと，2で

用いた 640件の記事見出し文を用いて，情報フィル

タリングを行う．

4. 評価

ユーザプロファイルを用いない場合，類推ユーザプ

ロファイルを用いた場合，直接取得ユーザプロファ

イルを用いた場合を比較し，評価する．
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3.3 評価尺度

実験の評価尺度として，情報 S/N比，除去率，再現率

を以下のように定義する．

• 情報 S/N比

情報S/N比 (%)＝
表示された記事見出し文のうち，

実際に興味がある記事見出し文の件数

表示されたすべての記事見出し文の件数
× 100

(2)

情報フィルタリングの際に，ユーザにとって興味があ

ると判定し表示した全ての記事見出し文の中で，ユー

ザが実際に興味があった記事見出し文の割合．

• 除去率

除去率 (%)＝
実際に興味のない記事見出し文のうち，
表示されなかった記事見出し文の件数

実際に興味のない記事見出し文の件数
× 100 (3)

情報フィルタリングの際に，ユーザにとって興味の

ない記事見出し文の中で，ユーザにとって興味がな

いと判定され表示されなかった割合．

• 再現率

再現率 (%)＝
実際に興味のある記事見出し文のうち，
表示された記事見出し文の件数

実際に興味のある記事見出し文の件数
× 100 (4)

情報フィルタリングの際に，ユーザにとって興味の

ある記事見出し文の中で，ユーザにとって興味があ

ると判定され表示された割合．

3.4 実験結果と評価

各ユーザの評価基準値をまとめた表 5から，類推ユー

ザプロファイルを用いた場合，ユーザプロファイルを用い

ない場合と比較して，ユーザの興味のない記事見出し文

を減らすことができるが，ユーザの興味のある記事見出

し文も減らしてしまうことを確認した．また，類推ユー

ザプロファイルを用いた場合と直接取得ユーザプロファ

イルを用いた場合を比較すると，ユーザ A，Bにおいて，

いずれの評価基準値も似た結果が得られた．従って，ユー

ザプロファイルの更新回数が 400～500回の時点では，表

3程度の興味の類推の精度であれば，100%正確に類推が

できている場合と比較しても，情報フィルタリングに及

ぼす影響に殆ど差はないと考えられる．

表 4: 類推ユーザプロファイルの更新回数

ユーザ A ユーザ B ユーザ C

類推ユーザプロファ

イルの更新回数
405回 487回 536回

表 5: ユーザ毎の評価基準

(a)ユーザ A

情報 S/N比 除去率 再現率

ユーザプロファイルなし 13.75% 0% 100%

類推ユーザプロファイル 16.38% 38.95% 75.00%

直接取得ユーザプロファイル 16.46% 37.50% 77.27%

(b)ユーザ B

情報 S/N比 除去率 再現率

ユーザプロファイルなし 19.06% 0% 100%

類推ユーザプロファイル 23.04% 35.52% 81.97%

直接取得ユーザプロファイル 22.84% 38.03% 77.87%

(c)ユーザ C

情報 S/N比 除去率 再現率

ユーザプロファイルなし 13.91% 0% 100%

類推ユーザプロファイル 15.89% 51.00% 57.30%

直接取得ユーザプロファイル 14.80% 35.21% 69.66%

4 結論

本研究では，個人向けにニュースを自動で選択し表示

するニュースアプリの開発を行った．実験結果から，興

味の類推の精度が 7～9割で，この程度の精度であれば，

理想的な条件である類推の精度が 100%の場合と比較して

も，情報フィルタリングが達成する情報 S/N比，除去率，

再現率への違いは殆ど無い．しかし，ユーザプロファイ

ルの更新回数が 500回程度では，情報フィルタリングに

おける学習が完了していないと思われる．今後，ユーザ

プロファイルの更新回数を増やしたときの評価を行う必

要がある．
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